
ｓしりょう  

 

平成  

 

市民公開講座□                                                         □□

●2019 年 3 月 10 日（日）、広島コンベンションホール 2 階において、市民公開講座が開催された（写真）。参加者は一

般市民の方 41 人、医療従事者 56 人の計 97 人であり、心臓病予防に対する関心の高さが伺えた。             開  

し開会の挨拶は広島県健康福祉局局長 田中剛氏により行われた。広島県においても心疾患による死亡率が高く、発症予防、

救急搬送体制の整備、病院と在宅の連携の強化などが課題であることを伝えられた。加えて、第 7 次保健医療計画の中にも心

不全対策を掲げており、国が掲げている地域包括ケアシステムの構築のためにも、医療・介護を超えた多職種の連携やコミュニティ

ーの活性化が必要であるということを伝えられた。                                              

□閉会の挨拶は、広島大学病院心不全センターのセンター長 木原康樹先生により行われた。市民公開講座の開催にあたり、

演者の先生方、関係者、参加者へのお礼を伝えられた。広島県では県民の健康のため、様々な活動がなされているが、都道府

県別にみる広島県の特定検診受診率および健康寿命が低い現状を伝え、健康を維持するためには、一人一人が時間の流れの

中で、自分の健康状態を客観的に知ることが大切であると述べられた。                                     

講演内容                                           
講講演①は、広島大学副理事、山内雅弥先生



を推進しており、リハビリテーションの有効性について伝えられた。DOPPO プログラムの基本要素はストレッチ、有酸素運動、バラン

ス、筋力アップの 4 つであり、方法や注意点について紹介があった。リハビリテーション導入後、独歩退院した患者は年々増加して

おり、疾病予防やフレイル予防、QOL の観点からもその重要性の高さを示された。                                                                           

□講演③は、広島市立安佐市民病院慢性心不全看護認定看護師小林志津江先生より、「自分らしく生活するために知って

ほしいこと」というタイトルで講演があった。小林先生は、心不全は様々な原因疾患の終末像であり、増悪と寛解を繰り返しながら

進行していく（癌とは異なる）が、「心不全は自身で増悪を予防できる病気である」という特徴を示され、疾病管理の重要性を

伝えられた。心不全を増悪させないためには、自身の健康状態を把握することが大切であり、毎日の血圧・体重測定や自覚症状

の確認を行い、心不全手帳（自己管理手帳）に記載して推移を確認することの重要性を示された。加えて、増悪因子を知って

おくこと、確実な服薬管理、栄養を確保した減塩食、感染予防や運動療法等の大切さ


